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北
海
道
大
学
の
今
を
伝
え
る

Litterae Populi

 『リテラポプリ』は、北海道大学の“今”を
伝える広報誌として、年２回発行します。
題名の“Litterae Populi”はラテン語で   
 「ポプラの手紙」を意味します。
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大
学
が
持
つ
「
強
み
」
。
そ
れ
は
輝
く
個
性
と

な
り
、大
学
を
特
色
づ
け
る
。そ
し
て
、変
革
と

今
、
北
の
大
地
で
育
ま
れ
て
き
た
北
海
道
大
学

の
数
々
の
強
み
を
見
つ
め
直
し
、新
た
な
強
み
を

創
り
出
す
。

３
つ
の
切
り
口
か
ら
紹
介
す
る
。

い
う
荒
波
に
立
ち
向
か
う
大
き
な
力
と
も
な
る
。

　
特
集
で
は
本
学
の
「
強
み
」
の
一
端
に
つ
い
て
、

強
み
。

特
集
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140年の長き伝統のなかで着実に培われてきた

個性豊かな研究資産。

北海道大学では、社会のニーズを踏まえ、

組織的な研究マネジメントを開始した。

個の研究を融合し、本学の特色を際立たせる新たな試みだ。

研究が躍 動する舞台。
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北大を特徴づける研究／北極域研究センター

札幌キャンパスの北側に位置する「北キャンパスエリア」。
全学横断型の研究を推進する創成研究機構をはじめ、
様々な研究施設が立ち並ぶ。
2015年４月に新設の「北極域研究センター」は、次世代
ポストゲノム研究センター棟に入居する。左手前の曲線を
描いた特徴的な建物は、2015年３月に誕生した「フード
＆メディカルイノベーション国際拠点」施設。
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北
海
道
大
学
の

強
み
を
創
出
す
る
。

　
近
年
、
大
学
は
多
方
面
で
社
会
的

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
研
究
面
で
は
、
多
様
な
分
野
の

先
端
研
究
を
進
め
る
と
同
時
に
、
そ
の

研
究
を
個
人
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
さ
ら
に
は
世
界
を
牽
引
す
る
レ

ベ
ル
ま
で
高
め
る
こ
と
が
重
要
な
使

命
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
社
会
的
要
請
を
背
景
に
、

本
学
で
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
組
織
的
な

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
始
め
た
。

　「
本
学
に
は
、
高
い
潜
在
能
力
を

持
っ
た
様
々
な
研
究
が
散
ら
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
研
究
者
任
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
的
に
体
系
化

を
促
し
、
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
組
み

上
げ
て
大
き
な
強
み
を
創
る
の
で
す
」

と
、
研
究
担
当
の
川
端
和
重
理
事
・

副
学
長
は
語
る
。

　
研
究
者
の
自
主
的
な
研
究
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
従
来
の
考
え

方
を
一
歩
進
め
、
大
学
が
社
会
的
な

課
題
を
捉
え
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て

関
連
す
る
研
究
を
結
集
す
る
こ
と
で
、

個
人
の
力
を
超
え
た
新
た
な
可
能
性
を

広
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に

融
合
的
な
領
域
や
新
た
な
複
合
的
課

題
へ
の
対
応
と
い
っ
た
場
面
で
は
、

ス
ム
ー
ズ
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
研
究

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
従
来
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
研
究
に
対
し
、
課
題

解
決
型
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
研
究
に

よ
っ
て
新
た
な
強
み
を
創
る
試
み
で

あ
る
。

新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の

も
と
で
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
「
健
康
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
医
療
」
と
比
較
し
て

研
究
対
象
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
「
健
康
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
設
定
。
札
幌
農
学
校
時
代
か
ら

続
い
て
き
た
「
食
」
に
ま
つ
わ
る
研
究

や
医
療
分
野
の
先
進
的
研
究
な
ど
、

各
々
の
視
点
か
ら
関
連
す
る
研
究
を

行
っ
て
き
た
学
内
の
教
員
を
束
ね
て

融
合
を
図
る
と
と
も
に
”
ひ
と
つ
屋
根

の
下
“
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
産
学
官
と

市
民
が
多
様
な
か
た
ち
で
集
う
未
来

社
会
の
創
造
拠
点
と
し
て
、
フ
ー
ド
＆

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際

拠
点
を
立
ち
上
げ
た
。
本
年
３
月
に
は

北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
に
建
物
が
竣
工

し
、
家
庭
を
核
と
し
た
食
・
医
融
合

に
よ
る
健
康
生
活
の
実
現
を
目
指
し

た
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、こ
の
４
月
に
は
「
北
極
域
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
北
極
域
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
近
年
、
国
際

的
な
課
題
と
し
て
北
極
域
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に

は
北
極
域
に
関
す
る
研
究
を
組
織
的
に

進
め
る
機
関
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
球

環
境
科
学
研
究
院
を
は
じ
め
と
し
て

水
産
科
学
研
究
院
や
工
学
研
究
院
、

低
温
科
学
研
究
所
、
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ

シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
所
属
す
る

教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
北
極

域
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
き
た
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
北
極
域
に
関
す

る
各
分
野
の
研
究
者
に
も
、
本
学
出

身
者
が
数
多
く
存
在
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
学
内
の
教
員
を

有
機
的
に
組
織
化
し
て
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
、
日
本
に
お
け
る
北
極
域

研
究
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
て
研
究
分
野
の
枠
を
超
え
た
異
分

野
連
携
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

　「
今
後
は
農
業
や
水
産
と
い
っ
た

本
学
の
伝
統
的
な
分
野
に
お
い
て
も

積
極
的
に
テ
ー
マ
を
打
ち
出
し
て
、

社
会
の
旗
振
り
役
と
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
川
端
理
事
は
意
気
込
み
を

語
る
。

企
業
と
の
連
携
か
ら

協
働
へ
。

　
こ
う
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
研
究

の
推
進
に
加
え
、こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
「
産
業
創
出
講
座
等
制
度
」
が

あ
る
。
2
0
1
4
年
４
月
に
構
築
し
た

こ
の
制
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
イ
コ
ー

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
「
ゴ
ー
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
共
有
」
で
あ
る
。
同

制
度
で
は
企
業
か
ら
資
金
提
供
を
受
け

る
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
機
構
等
に

設
置
さ
れ
る
産
業
創
出
講
座
︵
分
野
・

部
門
︶
に
企
業
の
研
究
者
が
常
駐
し
、

産
業
化
に
向
け
た
組
織
対
組
織
型
の

研
究
を
「
協
働
」
で
進
め
る
。
大
学
と

企
業
は
対
等
な
立
場
で
あ
り
、
責
任
や

リ
ス
ク
を
双
方
が
負
う
こ
と
で
真
剣

度
も
高
い
も
の
と
な
る
。

　
昨
年
４
月
に
は
初
と
な
る
産
業
創

出
部
門
が
設
置
さ
れ
、
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
連
携
か
ら
協
働
へ
。

産
学
に
よ
る
新
た
な
研
究
の
姿
が
こ
こ

に
あ
る
。

研
究
が
弾
け
、

未
来
の
扉
が
開
く
。

　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
研
究
の
推
進
や

産
業
創
出
講
座
等
制
度
の
構
築
は
、

い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
殻
を

破
る
組
織
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
大
学
は
単
に
研
究
者

を
束
ね
た
存
在
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
組
織
体
と
し
て
動
き

出
さ
せ
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
姿

と
考
え
ま
す
」。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
「
研
究
が
弾
け
る
」
と
表
現
す

る
川
端
理
事
。

　
大
学
が
研
究
を
形
づ
く
る
。新
た
な
時

代
に
対
応
す
べ
く
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　「
大
学
の
研
究
」
と
聞
い
て
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

　
白
衣
を
身
に
ま
と
い
未
知
の
課
題

に
挑
む
科
学
者
の
姿
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
新
発
見
を
求
め
、
信
念
を
追
い

続
け
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
学
者
像
で
あ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
共
通
す
る
の
は
、

研
究
者
が
自
身
の
発
想
に
よ
り
個
人
を

ベ
ー
ス
に
研
究
を
行
う
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
は
、
教
員
の
自
主
的

な
研
究
活
動
に
よ
っ
て
多
く
の
成
果
を

生
み
出
し
て
き
た
。
本
学
に
お
い
て
も

古
く
は
「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
さ
れ
た

中
谷
宇
吉
郎
教
授
の
雪
の
結
晶
の
研

究
、
2
0
1
0
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を

受
賞
し
た
鈴
木
章
名
誉
教
授
の
ク
ロ
ス

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
反
応
に
関
す
る
研
究

か
ら
、
近
年
の
人
獣
共
通
感
染
症
、

陽
子
線
治
療
に
関
す
る
研
究
に
至
る

ま
で
、
多
く
の
独
創
的
な
研
究
が
行
わ

れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
研
究

に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
、
化
学
、
生
命
、

環
境
、
材
料
科
学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
研
究
や
実
証
型
・
フ
ィ
ー
ル
ド
型
の

研
究
が
、
本
学
の
研
究
の
特
色
を
成
す

大
き
な
力
、す
な
わ
ち
「
強
み
」
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
を
生
成
す
る
土
壌

を
維
持
し
つ
つ
も
、
現
在
、
本
学
で
は

さ
ら
な
る
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

多
種
多
様
な
研
究
を
礎
に

「
強
み
」を
創
り
出
す
。

北大の強みのひとつである地球宇宙化
学。理学研究院の圦本尚義教授は「同
位体顕微鏡システム」を用いた実証的
研究を進めている。
圦本教授が20年をかけて開発したこの
装置では、隕石や月の石などの同位体比
の違いから、太陽系や月の起源を読み
解くことができる。月の水の起源が彗星
由来であることを解明したほか、2010年
６月に小惑星探査機「はやぶさ」が地球
に帰還した際、小惑星「イトカワ」から持
ち帰った微粒子の分析を行ったことは
記憶に新しい。
この同位体顕微鏡システムは、オープン
ファシリティとして共同利用されており、
アメリカ航空宇宙局（NASA）をはじ
め、世界中から研究者が訪れる。

特集 ｜ 強み。 Edge  1 − Research −   北大を特徴づける研究／北極域研究センター



09　 Litterae Populi   Vol.56

　
近
年
、
様
々
な
課
題
が
浮
か
び
上
が

り
、
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

北
極
域
。
こ
の
10
月
に
は
「
我
が
国
の

北
極
政
策
」
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
日

本
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る

と
の
認
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
し
て
、
よ
く
取
り
ざ
た
さ
れ
る
話

題
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
北
極
海
の
海

氷
後
退
が
あ
る
。
周
辺
の
気
候
や
生
態

に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
水
や

大
気
の
循
環
を
通
じ
て
地
球
規
模
の
環

境
変
化
や
生
態
系
の
変
化
を
起
こ
す

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
へ

の
影
響
や
異
常
気
象
へ
の
影
響
は
私

た
ち
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は
な
い
。

　
一
方
で
、
新
た
な
資
源
開
発
や
氷
の

減
少
に
伴
う
北
極
海
航
路
の
出
現
と

い
っ
た
利
権
を
生
み
出
す
側
面
も
併
せ

持
っ
て
お
り
、
新
た
な
政
治
・
経
済
的

問
題
が
生
じ
る
な
ど
、多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、「
北

極
域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
に
立
ち

上
げ
た
。
北
極
域
研
究
を
行
っ
て
き
た

理
系
・
文
系
の
研
究
者
22
名
が
一
堂
に

集
い
、
分
野
融
合
的
な
体
制
に
よ
り

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　「
研
究
者
の
実
績
や
本
学
が
日
本
最

北
の
総
合
大
学
で
あ
る
と
い
う
地
理
的

な
特
色
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
自
然
な

流
れ
で
す
」
と
、齊
藤
誠
一
セ
ン
タ
ー
長

は
話
す
。

　
北
極
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
立

極
地
研
究
所
、
海
洋
研
究
開
発
機
構

と
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
三
者

連
携
を
展
開
し
て
お
り
、
７
月
に
は

文
部
科
学
省
「
北
極
域
研
究
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵A

rC
S

︶」
に
三
者
が

代
表
・
副
代
表
機
関
と
し
て
採
択
さ

れ
た
。
ま
た
、
同
省
の
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
に
セ
ン
タ
ー
を
中
核

と
す
る
三
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

の
「
北
極
域
研
究
共
同
推
進
拠
点
」
を

申
請
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
す
。

　
本
学
は
、
人
文
社
会
系
の
視
点
を

含
め
た
総
合
的
研
究
や
文
理
融
合
型

研
究
の
面
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
北
極
域
に
は
自
然
科
学
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
国
々
の
利
害
関
係
や
、
そ
こ
に
住

む
人
々
の
生
活
に
対
す
る
影
響
な
ど
の

問
題
解
決
に
は
、
人
文
社
会
的
な
見
方

を
含
め
た
総
合
的
・
融
合
的
な
視
点
が

必
要
な
の
で
す
」。

　
セ
ン
タ
ー
設
立
直
前
の
３
月
に
は

「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
公
募

事
業
「
持
続
可
能
性
の
た
め
の
北
極

観
測
と
研
究
」
に
、
本
学
教
員
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
２
つ
の
文
理
融
合
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。
ベ
ル

モ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
多
国
間

連
携
に
よ
る
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た

国
際
的
研
究
支
援
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、本

事
業
の
採
択
は
全
世
界
で
10
件
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
実
績
や
国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
評
価
さ
れ
て
の
採
択
だ
。

　「
大
き
な
期
待
を
感
じ
る
か
ら
こ
そ
、

北
極
域
研
究
を
北
大
の
旗
印
と
し
て
い

き
た
い
」
と
、
今
後
を
見
据
え
る
齊
藤

セ
ン
タ
ー
長
。

　
実
績
と
地
の
利
を
活
か
し
、
多
く
の

地
球
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

北
極
域
研
究
セ
ン
タ
ー

特集 ｜ 強み。 Edge  1 − Research −   北大を特徴づける研究／北極域研究センター

北 極 域 研 究 セ ン タ ー

北極域研究センターにおける国際的研究プロジェクト

船舶調査や海底設置
ソナーなどを活用して
北極海と周辺海域にお
ける海流と海氷の特性
と動態を明らかにし、
気候変動に与える影響
を予測する。また、海流
や海氷の変化が北極海
の生物相に与える影響
を評価する。

大型哺乳類から植物に
至るまでの生物と、ツン
ドラや永久凍土などの
固有な環境と両者の相
互作用を調査し、地球
環境へ与える影響やシ
ステムを解明する。ま
た、噴火や地震の発生
原理を調べ、防災に貢
献する。

グリーンランドを中心
とした北極域の氷河氷
床を研究対象として、
現地での直接 観測の
ほか、人工衛星データ、
数値モデルを活用した
変動解析や将来予測を
行う。

リサーチ・アドミニストレーター
（URA）らが海外研究機関との
共同研究をコーディネートする。

北極海航路の利用によ
る経済影響予測や環境
インパクトの予測のほ
か、極限環境下におけ
る港 湾 構 造 物などの
大型建造物から、北海
道における寒冷地住宅
の技術を導入した戸建
住宅まで網羅した研究
を行う。

気候変動や北極圏利用
促進などが、北極圏の
環境に与える影響を評
価し、環境保護のための
法制度の検討を行う。
また、環境保護による
現地住民に及ぼす影響
を明らかにし、先住民
を含む地域ステークホル
ダーと一体となった取り
組みを進める。

リアルタイムの衛星観測
手法や可視化方法の開発
を行い、北極域のビッグ
データ科学へ挑戦する。
衛星データを利用した
データ同化システムや将
来予測モデルに関するイ
ノベーティブな研究開発
を行い、将来予測を基に
北極域の持続可能な開発
を支援する。

北極域研究センターは研究部と国際連携部から構成されている。研究部は６つの研究グループからなり、
本学の地球環境科学研究院、水産科学研究院、工学研究院、理学研究院、文学研究科、経済学研究科、
低温科学研究所、スラブ・ユーラシア研究センター、国際本部の教員が所属し、各課題に取り組んでいる。

2015年3月、ベルモント・フォーラム（BELMONT FORUM）※ の公募事業「持続可能性のための北極観測と
研究」に２件の国際共同研究が採択。北極域研究センター設立後、これらの研究プロジェクトは同センターを
中心に展開されている。

※ベルモント・フォーラム（BELMONT FORUM）
地球の環境変動に関する研究への支援を行う世界各国の研究支援機関および国際的な科学組織のグループ。
国際的共同研究において研究者を結集し研究資金を支援することにより、人類社会の持続可能性を阻む重大
な障害を取り除くために必要とされる環境関連の研究を加速、深化させることを目的としている。

「気候変動下における北極海洋システムの回復力と適応力
（ＲＡＣＡｒｃｔｉｃ）」
代表者：北極域研究センター　教授　齊藤誠一
〈米国アラスカ大学、ノルウェー国立海洋研究所との共同研究〉

北極海とその周辺の太平洋や大西洋における環境変化と海洋
生態系の応答について、統合的に理解することを目的とする
プロジェクト。
社会科学分野の研究者や漁業協同組合、流通関連企業など
のステークホルダーにも参加を要請し、期待される監視観測の
項目や海域の選定を行い、今後の環北極海における学術観測
研究計画の策定に資する議論を展開する。

「東部ロシア北極域永久凍土上の生態系と都市と村落の
炭素収支（ＣＯＰＥＲＡ）」
代表者：地球環境科学研究院　教授　杉本敦子
〈ロシア北東連邦大学、米国アラスカ大学との共同研究〉

永久凍土の上に広大なツンドラや森林が広がる東部ロシア北
極圏とタイガ域において、自然生態系が吸収する炭素量と都
市や村落が放出する炭素量の収支とその変動要因を調査する
プロジェクト。
得られた科学的データを有用な情報に変えて、今後予想され
る変化とともに提示し、地方政府や市町村の関係者を含めた
会議を通して、研究成果をより良い住民生活のための政策へ
と反映させていく。
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苫
小
牧
研
究
林
は
、
約
3
3
0
年

前
の
樽
前
山
噴
火
で
堆
積
し
た
軽
石
や

火
山
灰
の
層
の
上
に
あ
る
。
養
分
を
含
む

表
土
は
厚
さ
５
～
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
し
か
な
く
、
そ
の
８
割
は
落
ち
葉
な
ど

か
ら
ミ
ミ
ズ
が
作
っ
た
と
い
う
。
ミ
ミ
ズ

の
生
息
数
密
度
は
、
他
の
地
域
の
平
均
の

10
倍
で
あ
る
。
表
土
の
形
成
と
そ
こ
に

生
育
す
る
植
物
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
食

物
と
す
る
動
物
の
関
係
は
単
純
で
は
な

い
。
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、

樹
木
の
周
り
の
表
土
を
鉄
板
で
仕
切
り
、

ミ
ミ
ズ
を
手
で
除
い
て
樹
木
へ
の
影
響

を
調
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
が
可

能
な
の
は
、
こ
こ
に
い
る
ミ
ミ
ズ
は
地
表

の
落
ち
葉
の
陰
に
し
か
棲
ま
ず
、
地
中
に

は
い
な
い
か
ら
だ
。
苫
小
牧
研
究
林
の

環
境
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
研
究
だ
。

　
シ
カ
は
し
ば
し
ば
害
獣
と
し
て
問
題

に
な
る
。
冬
に
な
り
餌
が
少
な
い
と

樹
皮
を
食
べ
る
。
樹
木
は
樹
皮
直
下
の

形
成
層
を
通
し
て
栄
養
が
樹
木
全
体

に
伝
わ
っ
て
い
く
た
め
、
幹
の
樹
皮
を

全
周
食
べ
ら
れ
る
と
木
は
枯
れ
る
。

ま
た
、
サ
サ
な
ど
の
下
草
が
食
べ
ら
れ

る
と
、
虫
や
小
動
物
が
減
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
土
壌
が
緩
み
流
失
す
る
な
ど

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

森
林
の
一
画
を
柵
で
囲
み
、
シ
カ
が
い
る

区
画
と
い
な
い
区
画
を
比
較
す
る
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。「
し
か
し
、
シ
カ
は

必
ず
し
も
害
獣
と
は
言
い
切
れ
な
い
」

と
、
苫
小
牧
研
究
林
長
の
日
浦
勉
教
授

は
語
る
。
シ
カ
が
一
定
数
い
る
こ
と
で

自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
る
。

生
物
間
の
食
物
連
鎖
や
物
質
循
環
は

想
像
す
る
以
上
に
複
雑
な
の
だ
。

北
大
発
の
研
究
手
法
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の
基
本
は
観
測
で

あ
る
。
樹
木
は
何
十
メ
ー
ト
ル
に
も
な

り
、
地
表
近
く
と
上
部
と
で
は
日
当
た

り
や
根
か
ら
届
く
水
の
量
が
異
な
る
。

そ
の
結
果
、
光
合
成
の
効
率
に
違
い
が

生
じ
、葉
の
大
き
さ
や
厚
さ
が
変
わ
る
。

ま
た
、
樹
木
に
生
息
す
る
虫
や
鳥
な
ど

の
生
態
が
高
さ
と
と
も
に
変
化
す
る

様
子
は
研
究
に
お
い
て
重
要
な
情
報
を

与
え
る
。
そ
の
観
測
の
た
め
、
日
本
唯
一

の
林
冠
観
測
用
ゴ
ン
ド
ラ
が
苫
小
牧

研
究
林
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
日
浦
教
授
が
1
9
9
3
年
に
始
め
た

独
自
の
試
み
の
ひ
と
つ
に
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
が
あ
る
。
樹
木
を
囲
む
足
場
を

組
ん
で
樹
上
作
業
を
容
易
に
し
た
も

の
で
、
木
々
の
営
み
の
観
察
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
を
観
察
に
用
い
た
例
は
な
か
っ
た
。

比
較
的
簡
便
に
設
置
・
運
用
で
き
る

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
は
、
今
や
観
察
手
段

と
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、
北
大

か
ら
日
本
各
地
の
研
究
林
へ
と
広
が
っ

て
い
る
。
北
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
野
外
研

究
施
設
が
、
日
本
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

を
支
え
て
い
る
の
だ
。

　
苫
小
牧
研
究
林
で
は
、
世
界
各
国

か
ら
多
方
面
の
研
究
者
を
迎
え
入
れ
、

出
会
い
、
新
着
想
、
共
同
研
究
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
。「
私
自
身
が
い
ろ
ん
な

こ
と
に
興
味
が
あ
る
人
間
な
の
で
」と
、

ハ
ブ
役
の
日
浦
教
授
は
楽
し
そ
う
に

話
す
。

　
生
物
の
関
わ
り
が
生
態
系
を
作
る

よ
う
に
、
研
究
者
の
協
力
が
学
際
的
・

国
際
的
な
連
携
へ
と
導
く
。
北
海
道

の
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
森
林
の

魅
力
が
も
た
ら
す
北
海
道
大
学
の
力

で
あ
る
。

　
人
と
人
と
の
交
流
が
、
新
た
な
世
界

的
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

　
北
海
道
の
大
地
に
札
幌
農
学
校
と
し

て
開
学
し
て
以
来
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
本
学
に
お
け
る
学
問
探
究
に
必
須

で
あ
っ
た
。
学
問
分
野
拡
充
に
伴
い
、

北
海
道
大
学
に
は
農
場
を
は
じ
め
、
果

樹
園
、
研
究
林
、
臨
海
実
験
所
な
ど
が

設
け
ら
れ
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
施
設
は
知

的
財
産
を
生
む
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

研
究
環
境
に
魅
せ
ら
れ
た
研
究
者
が
世

界
か
ら
集
う
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
苫
小
牧
市
街
に
隣
接
し
た
平
地
に
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
広

葉
樹
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の

針
葉
樹
が
繁
る
。
天
然
林
と
人
工
林
、

総
面
積
約
2
7
1
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

こ
こ
苫
小
牧
研
究
林
は
フ
ィ
ー
ル
ド
研

究
の
拠
点
と
し
て
、
個
性
的
で
学
際
的

な
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

複
雑
に
絡
み
合
う

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
態
系
。

　
研
究
林
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

の
目
的
は
、
動
植
物
の
織
り
な
す
食
物

連
鎖
・
物
質
循
環
・
生
態
系
機
能
を
様
々

な
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。
そ

こ
で
は
森
林
は
個
々
の
生
物
の
単
な
る

生
息
場
所
で
は
な
く
、
様
々
な
生
物
が

互
い
に
関
わ
り
な
が
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

様
相
を
変
え
て
い
く
。
そ
れ
は
、
苫
小
牧

研
究
林
の
成
り
立
ち
が
物
語
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
／
苫
小
牧
研
究
林

開
学
以
来
、学
問
探
究
の
最
前
線
は

フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
に
あ
っ
た
。

今
、そ
の
環
境
に
魅
せ
ら
れ
、世
界
の
研
究
者
が
集
う
。

森
林
研
究
者
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

毎月最終金曜日（４月〜10月）に一般公
開されている「森林資料館」の所蔵品。

右／北海道のみに生息するエゾシカの剥
製。キタキツネやエゾヒグマの剥製も。
左／研究林の資料館らしく、木材標本も
充実。右側の木は樹齢302年のアカエゾ
マツ。

苫小牧研究林は本学に７ヵ所
ある研究林のひとつ。工業都
市である苫小牧（人口約17万
人）の市街地に隣接する都市
型の研究林であり、林内の一部
区域は開放されている。
憩いの場として散策に訪れる人
も多く、紅葉の秋には色とりど
りの景色が広がる。

世界で４番目に設置され、日本唯一の
「林冠観測用ゴンドラ」。高さ30m、アー
ムの長さ41.5m。二酸化炭素濃度計など
の測定機器を備える。

北大発の「ジャングルジム」。単管パイプ
を用いて３次元的に樹木の間を縫って設
置されているため、上層木から下層木に
至る全ての枝の末端を観察できる。

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

森
林
圏
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

南
管
理
部

苫小牧研究林ホームページ   http://forest.fsc.hokudai.ac.jp/~exfor/Toef/hp_j/0_top.html



歯
学
祭
、
薬
学
祭
、
工
学
祭
、
農
学

祭
、
獣
医
学
祭
が
催
さ
れ
、
そ
し
て
、

International Food Festival

で
は

留
学
生
が
出
身
国
の
郷
土
料
理
を
模
擬

店
で
振
る
舞
う
。

各
国
の
郷
土
料
理
を
味
わ
い
、

そ
の
国
の
文
化
を
知
る
。

　
北
大
祭
の
期
間
中
、総
合
博
物
館
付
近

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
、
留
学
生

が
集
う
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
そ
こ

で
は
世
界
各
国
の
郷
土
料
理
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
模
擬
店

は
「International Food Festival

︵IFF

︶」
と
し
て
、
留
学
生
に
よ
っ
て

企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
北
大
祭
を
構
成
す
る
祭
の

ひ
と
つ
と
し
て
１
９
９
０
年
代
に
始
ま

り
、
北
大
祭
の
個
性
豊
か
な
企
画
の
中

で
も
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、約
40
ヵ
国
の

２
０
０
名
も
の
留
学
生
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
た
26
店
舗
に
大
勢
の
人
々
が
訪
れ

て
、
各
国
の
郷
土
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ

と
と
も
に
、
留
学
生
と
の
交
流
を
深

め
た
。

　
店
舗
は
、
同
じ
出
身
国
の
留
学
生

同
士
だ
け
で
は
な
く
、
他
国
の
留
学

生
と
協
力
し
合
っ
て
出
店
し
た
り
、

日
本
人
学
生
も
参
加
し
た
り
と
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
イ
ン

ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
イ
、バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
規
模
が
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
店
に
15
名
ほ
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
。

留
学
生
数
が
多
い
ア
ジ
ア
の
店
舗
が

た
く
さ
ん
出
店
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
と
、
ま
さ
に
多
国

籍
な
カ
ラ
フ
ル
な
店
舗
が
続
く
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
北
海
道
大
学
留
学
生
協
議
会

︵H
okkaido U

niversity International 

Student A
ssociation

：H
U

ISA

︶
で

あ
る
。
H
U
I
S
A
は
本
学
の
留
学
生

に
よ
り
毎
年
4
月
に
行
わ
れ
る
選
挙
で

選
ば
れ
る
実
行
委
員
会︵
留
学
生
10
人
︶

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
大
留
学
生

の
た
め
の
互
助
団
体
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　「
い
ろ
ん
な
国
々
の
料
理
を
味
わ
い
、

そ
の
国
の
文
化
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
、Ｉ
Ｆ
Ｆ
の

意
義
を
語
る
の
は
H
U
I
S
A
会
長
で

文
学
研
究
科
博
士
課
程
の
ア
リ
ベ
イ
・

マ
ム
マ
ド
フ
さ
ん
だ
。ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

出
身
の
ア
リ
ベ
イ
さ
ん
を
代
表
と
す
る

２
０
１
５
年
度
Ｉ
Ｆ
Ｆ
実
行
委
員
会
は

４
月
に
出
店
希
望
者
を
募
っ
た
後
、

Ｉ
Ｆ
Ｆ
開
催
直
前
ま
で
何
度
も
ミ
ィ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
多
く
の
人
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
準
備
を
徹
底

し
た
。

　
例
え
ば
、
隣
接
す
る
模
擬
店
で
同
じ

よ
う
な
料
理
を
出
さ
な
い
よ
う
事
前
に

調
整
し
、
食
中
毒
を
防
止
す
る
た
め

衛
生
管
理
体
制
を
し
っ
か
り
と
構
築
す

る
な
ど
、
当
日
ま
で
に
数
多
く
の
準
備

事
項
を
こ
な
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
各
模
擬
店
の
代
表
者
は
大
学
院

所
属
の
留
学
生
に
限
定
し
、
学
生
の

利
益
を
守
る
た
め
飲
食
店
経
営
関
係

者
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
を

払
う
な
ど
、
運
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
配
慮
も
重
要
だ
と
い
う
。「
Ｉ

Ｆ
Ｆ
の
企
画
・
運
営
に
関
わ
る
こ
と

で
留
学
生
が
自
己
研
鑽
す
る
こ
と
も

Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
」
と
、

ア
リ
ベ
イ
さ
ん
は
話
す
。

　
多
く
の
留
学
生
の
入
念
な
準
備
に

よ
っ
て
開
か
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
本
学
が

国
際
色
豊
か
な
大
学
で
あ
る
こ
と
を

印
象
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
生
と

訪
れ
る
方
と
の
距
離
を
ぐ
っ
と
縮
め
、

身
近
な
国
際
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い

る
。
学
生
た
ち
の
情
熱
、
そ
し
て
来
場

者
の
熱
気
で
盛
り
上
が
っ
た
北
大
祭
。

来
年
も
学
生
に
よ
る
多
彩
な
企
画
で

エ
ル
ム
の
森
は
賑
わ
う
だ
ろ
う
。

　
今
年
の
北
大
祭
は
６
月
４
日
か
ら

７
日
に
か
け
て
４
日
間
、
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
57
回
目
を
迎
え

た
こ
の
大
学
祭
は
、
ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク

ル
、
各
学
部
・
学
科
、
そ
し
て
留
学
生
の

グ
ル
ー
プ
毎
に
開
か
れ
る
10
の
祭
か
ら

な
る
。

　
約
１
７
７
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
学
部
１

年
生
の
ク
ラ
ス
や
多
く
の
サ
ー
ク
ル
・

団
体
に
よ
る
模
擬
店
・
企
画
展
な
ど
を

メ
イ
ン
と
す
る
楡
陵
祭
、
各
学
部
・
学

科
の
特
色
を
押
し
出
し
た
企
画
を
行

う
理
学
祭
、
医
学
展
、
保
健
学
科
祭
、

北大祭

上／「ケバブ屋さん」として出店した、HUISA
会長2期目のアリベイさん。「お店（アゼルバイ
ジャン・テント）に１日に数回、また連日訪れる
方もいらっしゃいます。地域の方との交流はも
ちろん、国境を超えた留学生同士の横のつな
がりが生まれていることを実感します」

右／札幌キャンパスの南北を通る緑あふれる
メインストリートには、北大祭全体で約230も
の模擬店が立ち並び、大勢の市民や観光客が
楽しそうに行き交う。

国
際
色
豊
か
な

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

６
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る
北
大
祭
。

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
札
幌
の
風
物
詩
で
あ
り
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

右／たくさんの学生が関わ
り、大規模なインド人留学
生の模擬店。

左／シリアとモンゴルの留
学生が協力して出店。バ
ターコーヒーが一押し！

13　 Litterae Populi   Vol.56 アラビア諸国 ポーランド
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ゲ
ス
ト細

見
典
男

 

氏

  
日
本
水
産
株
式
会
社  

代
表
取
締
役  

社
長
執
行
役
員

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。

「
ニ
ッ
ス
イ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
水
産
事
業
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
、
日
本
水
産
。
養
殖
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
物
の
調
達
・
加
工
・
販

売
や
、
食
品
や
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
製
品
の
生
産
・
販
売
、
冷
蔵
物
流
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
す
る
。
企
業
理
念
「
水
産
物
を
は
じ
め

と
し
た
資
源
か
ら
多
様
な
価
値
を
創
造
し
続
け
る
」
を
実
践
。
イ
ワ
シ

や
サ
バ
に
多
く
含
ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
「
E
P
A
」
の
高
度
精
製
品

に
お
い
て
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
最
近
で
は
海
外
や
国
内
で
の
養
殖

事
業
に
も
注
力
し
て
い
る
。
本
学
O
B
で
あ
る
細
見
典
男
社
長
に
付
加

価
値
商
品
や
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

一
歩
先
へ

付
加
価
値
を
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
す
。
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海
に
親
し
ん
だ
幼
少
時
代
か
ら

水
産
学
部
へ
続
く
道
。

三
上
　
学
生
時
代
の
お
話
か
ら
お
聞
き

し
ま
す
が
、
細
見
さ
ん
の
ご
出
身
は
？

細
見
　
京
都
の
宮
津
で
す
。
日
本
三
景

の
ひ
と
つ
、
天
橋
立
で
有
名
な
と
こ
ろ

で
す
。

三
上
　
日
本
海
で
す
ね
。
私
は
礼
文
島

の
生
ま
れ
な
ん
で
す
よ
。

細
見
　
大
学
時
代
に
一
度
行
き
ま
し

た
、
ひ
と
り
で
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
。

三
上
　
昔
か
ら
海
な
ど
自
然
に
興
味

を
？ 

細
見
　
え
え
、
海
の
近
く
の
田
舎
で

か
な
り
し
頃
で
し
た
。

三
上
　
最
初
の
配
属
は
中
央
研
究
所
で

す
か
？

細
見
　
は
い
。
そ
し
て
最
初
に
担
当
し

た
仕
事
が
、
水
産
物
の
水
銀
の
含
量
を

測
る
こ
と
で
し
た
。
マ
グ
ロ
に
含
ま
れ

る
水
銀
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
頃
で
、

明
け
て
も
暮
れ
て
も
そ
れ
ば
か
り
。
正

直
お
も
し
ろ
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
で

す
ね
︵
笑
︶。

三
上
　
研
究
所
勤
務
は
何
年
ほ
ど
？

細
見
　
５
年
ほ
ど
で
す
。
た
だ
、
仕
事

の
お
も
し
ろ
さ
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
わ
か
っ
た
の
も
研
究
所
の
時
で
し
た

ね
。
当
時
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
業
界
で

育
っ
て
い
ま
す
の
で
。
牛
や
豚
よ
り
も

魚
の
ほ
う
が
好
き
で
し
た
し
、
魚
を

捕
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
。
海
や
魚
に
親

し
み
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

三
上
　
そ
れ
で
は
、
北
大
水
産
学
部
へ

の
志
望
は
自
然
な
流
れ
で
？

細
見
　
北
方
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
と
い
い
ま

す
か
北
の
大
地
へ
の
憧
れ
で
北
大
へ
。

水
産
類
で
の
入
学
で
し
た
。
当
時
の
水

産
学
部
は
漁
業
・
水
産
食
品
・
水
産
化

学
・
水
産
増
殖
の
４
学
科
で
、
教
養
時

代
の
成
績
で
振
り
分
け
ら
れ
る
の
で
す

が
、
私
は
一
番
人
気
の
水
産
食
品
学
科

を
志
望
し
、
無
事
移
行
で
き
ま
し
た
。

三
上
　
函
館
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
ど
う

は
合
成
殺
菌
料
と
し
て
A
F︲

2
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
当
社
は
そ
れ
に
発
が

ん
性
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。「
一
歩

先
の
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
い
う
社
風
で

す
か
ら
、
A
F︲

2
を
使
用
せ
ず
に
保

存
性
を
保
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
早
々
に

始
動
し
、
大
学
時
代
の
微
生
物
研
究
の

経
験
を
買
わ
れ
メ
ン
バ
ー
に
入
り
ま
し

た
。
自
分
の
出
す
研
究
デ
ー
タ
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い

く
。
や
り
が
い
を
感
じ
、
こ
れ
は
お
も

し
ろ
い
な
と
。
同
業
者
か
ら
は
「
ニ
ッ

ス
イ
は
失
敗
す
る
、
大
ク
レ
ー
ム
を
出

す
の
で
は
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
し

で
し
た
か
？

細
見
　
水
産
は
自
由
な
雰
囲
気
で
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。
先
生
方
と
の

距
離
も
近
く
、
近
く
の
温
泉
に
み
ん
な

で
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
大
学
入
学

時
は
大
学
紛
争
の
最
中
で
、
入
学
式
が

中
止
に
な
っ
た
ん
で
す
。
授
業
が
開
か

れ
な
い
も
の
だ
か
ら
下
宿
で
朝
か
ら
晩

ま
で
麻
雀
三
昧
。
そ
の
時
の
反
動
な
の

か
︵
笑
︶、
真
面
目
に
勉
強
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

三
上
　
卒
業
論
文
で
は
何
の
研
究
を
？

細
見
　
水
中
に
お
け
る
大
腸
菌
の
生
存

能
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
生

理
食
塩
水
の
中
で
大
腸
菌
が
減
少
す

た
が
、
結
果
的
に
問
題
を
ク
リ
ア
し
、

今
で
も
当
社
は
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い
ま
す
。

三
上
　
そ
の
時
の
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
、
現
在
の
シ
ェ
ア
確
立
に
も
結
び
つ

い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
は
ど
の

よ
う
な
経
験
を
？

細
見
　
生
産
関
係
や
商
品
開
発
な
ど
を

経
験
し
、
30
代
後
半
で
ア
メ
リ
カ
の

「U
N

ISE
A

 F
O

O
D

S

社
」
に
出
向

し
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
も
工
場
長

や
食
品
生
産
担
当
部
長
な
ど
生
産
畑
を

歩
み
、
営
業
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
と
し
て
は
珍
し
い
経

歴
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

る
、そ
の
率
を
調
べ
る
ん
で
す
。
ま
た
、

研
究
室
で
は
ウ
サ
ギ
か
ら
採
血
す
る
よ

う
先
生
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
ウ
サ
ギ
の
心
臓
に
注
射
針

を
刺
し
て
血
液
を
ち
ょ
っ
と
も
ら
う
ん

で
す
。
下
手
な
人
が
や
る
と
心
臓
な
の

で
死
な
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
や
れ
と

言
わ
れ
て
、
な
ん
て
む
ご
い
こ
と
を
す

る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
は
緊
張
し
ま
し
た

よ
︵
笑
︶。

三
上
　
日
本
水
産
へ
入
社
を
決
め
ら
れ

た
の
は
、
や
は
り
海
や
魚
へ
の
興
味
か

ら
で
す
か
？

細
見
　
こ
れ
は
単
純
明
快
な
ん
で
す
。

三
上
　
ア
メ
リ
カ
、
海
外
勤
務
の
き
っ

か
け
は
？

細
見
　
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で
、
か
に

風
味
か
ま
ぼ
こ
の
現
地
生
産
・
現
地
販

売
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
う

ま
く
い
か
な
い
。
撤
退
の
話
が
持
ち
上

が
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
社
長
が
「
食

品
系
の
ス
タ
ッ
フ
が
入
っ
て
検
討
し
た

の
か
、
し
っ
か
り
と
実
態
を
見
て
こ
い
」

と
。
当
時
、
社
員
は
水
産
系
と
食
品
系

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
魚

を
扱
う
の
か
、
加
工
食
品
の
流
れ
な
の

か
。
私
は
食
品
系
の
人
間
で
、
か
に
風

味
か
ま
ぼ
こ
の
出
始
め
の
頃
、
商
品

開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

日
本
水
産
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

当
初
は
大
学
院
に
進
学
す
る
つ
も
り
で

し
た
が
父
親
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、
京
都
に
１
ヵ
月
ほ
ど
帰
省

し
て
大
学
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
就
職
試
験

が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
。
先

生
か
ら
「
ニ
ッ
ス
イ
が
ま
だ
あ
る
。
こ

こ
は
い
い
ぞ
」
と
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
先
に
あ
る

仕
事
の
醍
醐
味
。

細
見
　
入
社
時
は
ま
だ
漁
業
が
事
業
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
北

洋
漁
業
も
盛
ん
で
、
漁
業
が
ま
だ
華
や

う
な
食
品
の
開
発
現
場
で
の
経
験
も

あ
っ
て
、「
行
っ
て
こ
い
」
と
。
ま
さ
に

「
え
ぇ
‼⁇
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
︵
笑
︶。

三
上
　
青
天
の
霹
靂
で
す
か
。

細
見
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「U

N
IS

E
A

 

F
O

O
D

S

社
」
を
立
て
直
す
こ
と
。

選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
経
理
か
ら
２

人
、
販
売
１
人
、
私
、
そ
れ
に
社
長
を

入
れ
て
５
名
。
シ
ア
ト
ル
に
１
９
８
８

年
か
ら
１
９
９
２
年
ま
で
４
年
間
い
ま

し
た
が
、
帰
国
す
る
時
に
は
少
し
で
す

が
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。

三
上
　
英
語
の
習
得
に
苦
労
し
て
い
る

学
生
が
多
い
の
も
事
実
で
す
が
、
言
語

の
面
は
い
か
が
で
し
た
か
。

水
産
は
自
由
な
雰
囲
気
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。

︱
細
見

ま
ず
飛
び
込
ん
で
み
る

こ
と
も
大
事
で
す
ね
。

︱
三
上
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細
見
　
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
よ
。
い

き
な
り
会
議
に
入
っ
て
み
ん
な
好
き
に

話
す
わ
け
で
す
が
、「
わ
か
る
か
！
」

と
思
い
ま
し
た
ね
︵
笑
︶。
で
す
が
、

現
地
に
２
年
く
ら
い
も
い
れ
ば
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
ず
と
言
葉

が
出
始
め
る
。

三
上
　
ま
ず
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
も

大
事
で
す
ね
。
北
大
で
は
、
前
身
の
札

幌
農
学
校
第
２
期
生
で
あ
り
、
国
際
連

盟
事
務
次
長
を
務
め
た
新
渡
戸
稲
造
の

名
を
冠
し
た
「
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
」
を

２
０
１
３
年
に
創
設
し
ま
し
た
。
学
部

横
断
型
の
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
原
則
１
セ
メ
ス
タ
ー
以
上
の
海
外

留
学
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
３

年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
第
１
期
生
の

留
学
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

細
見
　
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

絶
対
に
海
外
に
出
た
ほ
う
が
い
い
で
す

よ
。
私
も
最
初
は
乗
り
気
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
得
が
た
い
体
験
で
し

た
。
や
は
り
日
本
と
全
然
違
い
ま
す
。

異
な
る
も
の
が
見
え
る
わ
け
で
す
。
あ

る
い
は
逆
に
、
向
こ
う
サ
イ
ド
か
ら
日

本
を
客
観
視
で
き
ま
す
か
ら
。
現
地
で

の
生
活
は
、
旅
行
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
は
実
感
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
い
値
段
で
取
り
引
き
し
て
も
ら
え
る

の
で
す
。
天
然
の
ブ
リ
は
台
風
が
来
た

ら
出
漁
で
き
ず
に
供
給
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
販
売
す
る
側
と
し
て
は
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
供
給
が
あ
り
、
品
質
が

揃
っ
た
養
殖
も
の
を
重
宝
し
ま
す
。

三
上
　
そ
れ
は
一
度
食
べ
て
み
た
い
で

す
ね
。

細
見
　
ま
た
、
２
年
後
の
２
０
１
７
年

に
向
け
て
、
完
全
養
殖
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

を
出
荷
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
当
社
は
成
魚
の
マ
グ
ロ
に

与
え
る
配
合
飼
料
の
商
品
化
に
成
功
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
孵
化

仔
魚
に
与
え
る
飼
料
の
開
発
に
も
成
功

し
て
お
り
、「
餌
と
養
殖
の
技
術
」
を

組
み
合
わ
せ
た
他
社
に
負
け
な
い
リ

ソ
ー
ス
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三
上
　
食
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
「
食

の
安
全
」は
生
命
線
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

細
見
　
そ
う
で
す
ね
、
食
の
安
全
は
何

よ
り
も
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
社
で
は
月
１
回
「
品
質
保
証
委

員
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
が
委

員
長
で
、
外
部
委
員
の
方
も
２
名
い
ま

す
。
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
議

論
す
る
の
で
す
が
、
第
三
者
の
観
点
か

ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
場
で
は
包
み
隠

さ
ず
さ
ら
け
出
し
、
議
論
し
、
品
質
向

自
然
の
恵
み
を
受
け
、

食
の
安
全
を
守
る
。

三
上
　
ニ
ッ
ス
イ
と
い
え
ば
”魚
“
と

す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
世
界
的

に
漁
獲
量
が
減
少
す
る
な
か
で
ど
の
よ

う
な
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

細
見
　
今
年
か
ら
新
た
な
中
期
経
営
計

画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
と

も
か
く
競
合
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い

て
は
ダ
メ
。
そ
こ
に
技
術
な
り
の
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
詰
め
込
ん
だ
商
品
で

や
っ
て
い
く
ほ
う
が
戦
い
や
す
い
。
こ

の
こ
と
は
全
社
員
に
強
く
言
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
漁
業
中
心
の
事
業

か
ら
、
養
殖
分
野
も
手
が
け
始
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

三
上
　
付
加
価
値
の
実
例
と
し
て
何
が

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

細
見
　
ひ
と
つ
の
例
に
な
り
ま
す
が
、

ブ
リ
の
養
殖
が
あ
り
ま
す
。
天
然
ブ
リ

は
冬
が
旬
で
富
山
県
の
氷
見
な
ど
日
本

海
側
が
有
名
で
す
が
、
夏
は
旬
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
り
、
親

魚
か
ら
早
期
採
卵
で
き
る
養
殖
技
術
の

開
発
に
成
功
し
て
、
５
月
頃
か
ら
夏
で

も
お
い
し
い
「
若
ぶ
り
」
と
し
て
出
荷

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
も
の
す
ご
く
好

評
を
得
て
い
ま
し
て
、
天
然
の
魚
よ
り

上
に
つ
な
げ
て
い
く
の
で
す
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
継
続
し
て
お
り
、
食
の
安
全
、

品
質
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

三
上
　
本
学
で
は
２
０
１
７
年
度
に

「
国
際
食
資
源
学
院
」
と
い
う
５
年
一

貫
制
の
博
士
課
程
を
開
設
す
る
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
定
員
は
１
学
年

15
名
。
文
理
融
合
の
学
際
的
な
教
育
を

実
施
し
、
地
球
規
模
で
拡
大
す
る
食
資

源
の
問
題
解
決
に
携
わ
る
国
際
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。特
色
と
し
て
は
、

食
・
水
・
土
資
源
問
題
の
最
前
線
で
調

査
・
研
究
を
行
う
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
型
実
地
体
験
学
習
」
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
す
。

細
見
　
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
育
成
で
す

ね
。
ニ
ッ
ス
イ
に
は
５
つ
の
遺
伝
子
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。「
使
命
感
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、グ
ロ
ー
バ
ル
、現
場
主
義
、

お
客
様
を
大
切
に
す
る
」
の
５
つ
で
す
。

北
大
に
は
「B

e am
bitious

」「B
e 

gentlem
an

」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
精

神
が
根
付
い
て
い
ま
す
よ
ね
。
特
に「B

e 

gentlem
an

」
は
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
持
ち
、
自
分
の
生

き
方
を
貫
け
る
よ
う
な“

紳
士
た
る
人

材”

を
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

三
上
　
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

食
の
安
全
、
品
質
に
は

自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

︱
細
見

「
国
際
食
資
源
学
院
」
を

開
設
す
る
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

︱
三
上

日本水産株式会社
代表取締役 社長執行役員

細見 典男
Norio Hosomi

北海道大学理事・副学長

三上 隆
Takashi Mikami

1950年、京都府出身。北海道大学水産学部水産食
品学科卒業後、1973年に日本水産株式会社に入
社。米国シアトルでの駐在を経て、加工食品工場
長、食品生産担当部長などを歴任。2003年に取締
役就任、水産事業やファインケミカル事業を統括
し、2012年より現職。座右の銘は「知行合一」。趣
味はゴルフ、魚釣り、野鳥の撮影。

1949年、北海道出身。工学博士。専門は土木工
学。北海道大学工学部土木工学科卒業、同大学院
工学研究科土木工学専攻修士課程修了。1974年
に北海道大学工学部助手に採用され、助教授を経
て、1994年に工学部教授。2006年に大学院工学研
究科長・工学部長に就任し、2011年より現職。座右
の銘は「行雲流水」。趣味は庭仕事。
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北海道大学大学院獣医学研究科
獣医学専攻 毒性学教室

石塚 真由美 教授
Mayumi Ishizuka

獣医学博士。専門は毒性学、環境毒性学。北海
道大学大学院獣医学研究科博士課程修了。国立
環境研究所にて環境汚染の研究に携わり、2000
年に助手として北海道大学へ。2010年には獣医
学研究科初の女性教授に就任。研究活動を通し
て優れた功績を挙げた研究者に贈られる「研究
総長賞優秀賞」の表彰を受けるなど、女性研究
者のパイオニアとして今後の活躍がますます期
待されている。

フ
ィ
ー
ル
ド
に
根
差
し
た

生
体
毒
性
学
と

環
境
毒
性
学
。

毒
に
惹
か
れ
、
毒
を
制
す
。

　「
毒
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
ギ
ョ
ッ

と
す
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
人
は
日
常

的
に
毒
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る

が
、
意
識
的
に
ま
た
は
無
意
識
に
自
分

か
ら
毒
を
遠
ざ
け
て
安
全
な
生
活
を

営
ん
で
い
る
。
獣
医
学
研
究
科
の
石
塚

真
由
美
教
授
は
そ
の
毒
に
魅
せ
ら
れ
、

毒
を
制
す
る
研
究
に
臨
ん
で
い
る
。

「
毒
性
学
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
分
野
は
、

国
内
で
は
比
較
的
新
し
い
学
問
分
野

で
あ
る
。
自
然
界
に
あ
る
毒
や
医
薬

品
を
は
じ
め
、
様
々
な
化
学
物
質
に

よ
る
人
へ
の
安
全
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　
石
塚
教
授
が
毒
性
学
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、
獣
医
学
部
在
学
中

に
出
会
っ
た
”
ス
ベ
ス
ベ
マ
ン

ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
“
で
あ
っ
た
。日
本

で
は
千
葉
県
か
ら
沖
縄
県
に
か

け
て
生
息
し
て
い
る
蟹
で
、
見

た
目
は
栗
饅
頭
の
よ
う
だ
。
そ

の
筋
肉
に
は
、
フ
グ
毒
の
テ
ト

ロ
ド
ト
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
。「
そ
の
蟹
は
毒
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
死
な
な
い

の
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
毒
は
生
物
に
由
来
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
い
。
人
間
が
作
り

出
し
た
有
害
な
化
学
物
質
も
毒
の
一
種

で
あ
り
、
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。し
か
し
、毒
に
囲
ま
れ
て
い
な

が
ら
も
、
必
ず
し
も
病
気
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
生
体
防
御
機
構

が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
。
石
塚
教
授
の

研
究
テ
ー
マ
は
こ
こ
に
あ
る
。「
例
え

ば
、
風
邪
薬
を
服
用
し
て
も
一
定
の
時

間
が
経
つ
と
、
尿
に
混
じ
っ
て
そ
の

成
分
は
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
酵
素

を
使
っ
て
水
溶
性
に
す
る
こ
と
で
、
毒

で
あ
る
化
学
物
質
を
体
か
ら
追
い
出
せ

る
の
で
す
」
と
、
石
塚
教
授
は
話
す
。

　
一
方
、
生
体
防
御
機
構
が
強
力
に
な

り
す
ぎ
た
例
と
し
て
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ト

が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
会
の
ネ
ズ
ミ
を
殺
鼠

剤
で
駆
除
し
よ
う
と
し
て
も
、
80
％
の

個
体
に
お
い
て
は
殺
鼠
剤
が
効
か
な
い

耐
性
を
獲
得
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
の
よ

う
に
し
て
ネ
ズ
ミ
が
耐
毒
性
を
獲
得
す

る
の
か
。
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
一
丸

に
な
り
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

人
間
社
会
の
営
み
に
よ
る

環
境
変
化
。

　
さ
ら
に
、
石
塚
教
授
は
ア
フ
リ
カ
で

人
間
が
図
ら
ず
も
作
り
出
し
た
毒
と

対
峙
し
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
ザ
ン

ビ
ア
に
出
向
い
た
時
に
、
現
地
の
鉱
毒

汚
染
に
つ
い
て
の
調
査
を
依
頼
さ
れ

た
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
銅
鉱
の
産
出
が
盛

ん
で
、
銅
の
産
出
に
伴
う
副
産
物
が

地
域
を
汚
染
し
、
鉱
毒
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
。
銅
だ
け
で
は
な
く
、
鉛
も

深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
の
鉛
・
亜
鉛
鉱
床
地
域
に
お

い
て
、
高
濃
度
の
鉛
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
が

家
畜
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
ま
た
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は

鉛
中
毒
で
4
0
0
人
も
の
子
供
た
ち
が

亡
く
な
る
と
い
う
凄
惨
な
環
境
汚
染

問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件

が
起
き
る
前
に
は
家
畜
の
鉛
中
毒
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の
専
門
家
に

話
を
伺
う
と
、
獣
医
学
も
含
め
た
総
合

的
な
知
見
を
基
に
し
た
適
切
な
汚
染

対
策
が
で
き
て
い
れ
ば
、
子
供
た
ち
の

被
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
日
本
で
も
足
尾
銅
山
に
お
い
て

鉱
毒
事
件
を
経
験
し
て
お
り
、「
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
」と
、

石
塚
教
授
は
真
摯
に
語
る
。

　
現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

2
0
0
9
年
に
は
ア
フ
リ
カ
の
研
究
者

を
交
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

現
在
も
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
続
け
ら

れ
て
お
り
、
参
加
国
は
10
数
ヵ
国
に
も

拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
に

は
、
現
地
の
人
々
を
蝕
ん
で
い
る
毒
素

の
科
学
的
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
結
果
を
基
に
し
た
対
策
に
関
す
る

人
々
へ
の
啓
発
活
動
や
教
育
、
環
境
政

策
に
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
か
つ
て
公
害
で

苦
し
み
、
そ
れ
を
解
決
し
て
き
た
日
本

の
教
訓
が
活
か
さ
れ
な
い
。

　
ア
フ
リ
カ
は
日
本
と
は
社
会
構
造
が

異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
環
境
の
改
善
に

向
け
て
専
門
家
や
官
僚
だ
け
で
な
く

様
々
な
人
と
の
協
同
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
現
地
の
省
庁
関
係
者
な
ど

に
働
き
か
け
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て

い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
の
大
地
で
の
研
究
を

「
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
」と
言
い
切
る

石
塚
教
授
。
こ
れ
か
ら
も
研
究
室
の

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
複
合
汚
染
の
解
決

に
向
け
て
挑
戦
し
続
け
て
い
く
。

お気に入りの両生類グッズ。ほとんどが、カエルをはじ
め両生類好きを知った学生や知人からの贈り物。海外

出張などで忙しいなか、子ども
の頃から好きだったカエルを
見てはまた研究に挑んでいる。

初 心 にカ エ ル！

研究室メンバー揃っての集合写真。「研究は私ひとりでやってい
るわけではない」と、研究室メンバーとの連携を大切にしている。
後輩研究者に対しては「研究を深めるのはもちろん、周りが見え
る人になってほしい」と話す。

石塚先生の部屋の扉のホワイトボード。
学生が描いたイラストや、

学生が記した抱負で賑やかだ。

「
毒
性
学
」を
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熱
き
応
援
団
魂
を
胸
に
。

九州朝日放 送株 式会社
社長室長 兼 経営企画部長

※全国８局ネットで放送中。各局により時間は異なります。

｜ 水 産 学 部 卒 業 ｜

Satoshi Ishibashi

石橋  聡

1964年、福岡県出身。1989年
に本学卒業後、福岡市本社の
KBC九州朝日放送株式会社
に入社。2010年から5年間、
東京支社でラジオ部長を務
め、数多くの番組制作に携わ
る。ラジオドラマ「水滸伝」
は、平成23年日本民間放送
連盟賞ラジオ・エンターテイ
ンメント番組部門で優秀賞受
賞。2015年４月より現職。

PROFILE
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
水す

い

滸こ

伝で
ん

」
を
企
画
し
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
石
橋

聡
さ
ん
。
番
組
立
ち
上
げ
に
か
け
た
熱

い
思
い
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
大
学
時

代
の
応
援
団
の
活
動
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

─
ま
ず
は
、
九
州
朝
日
放
送
制
作
の
「
水

滸
伝
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
で
人
気
の
北き

た

方か
た

謙け
ん

三ぞ
う

さ
ん
が
書
か
れ
た
中
国
歴
史
小
説

「
水
滸
伝
」
を
原
作
に
、
俳
優
の
石い

し

橋ば
し

凌
り
ょ
う

さ
ん
が
語
り
を
担
当
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
活

劇
で
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
朝
に
10

分
間
番
組
※
と
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

―
「
水
滸
伝
」
と
の
出
合
い
、
な
ぜ
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
に
？

　
放
送
局
の
特
派
員
と
し
て
2
0
0
4

年
か
ら
３
年
間
ソ
ウ
ル
に
い
た
の
で
す

が
、
妻
が
日
本
に
帰
国
す
る
と
、
お
土
産

と
し
て
本
を
何
冊
か
持
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。そ
の
中
の
一
冊
が
北
方
謙
三
の「
水

滸
伝
」。
難
し
そ
う
な
本
だ
な
と
思
い
な

が
ら
読
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
の
お

も
し
ろ
さ
に
完
全
に
は
ま
り
ま
し
た
。
乱

れ
き
っ
た
国
を
糺た

だ

そ
う
と
立
ち
上
が
っ
た

男
た
ち
の
話
で
す
が
、
戦
い
で
死
に
ゆ
く

な
か
、
そ
の
志
を
友
人
や
後
輩
、
子
ど
も

た
ち
に
託
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
生
き

様
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
に

感
動
し
た
こ
と
は
久
し
ぶ
り
で
、
み
ん
な

に
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
た

の
が
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
き
っ
か
け
で
す
。

―
そ
も
そ
も
、
放
送
局
へ
の
入
社
を
決
め

ら
れ
た
の
は
？

　
当
時
は
バ
ブ
ル
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
何

の
苦
労
も
せ
ず
に
あ
る
企
業
に
入
社
し

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
先
輩
か

ら
「
放
送
局
は
コ
ネ
が
な
い
と
入
れ
ん
、

受
か
ら
ん
ぞ
」
と
。
お
酒
の
勢
い
も
あ
っ

て
先
輩
と
言
い
合
い
に
な
り
、
お
酒
を
賭

け
て
放
送
局
を
受
験
す
る
こ
と
に
。
意
地

で
も
「
受
か
っ
て
や
る
！
」
と
懸
命
で
し

た
︵
笑
︶。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す

が
、
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
ね
。

日
々
刺
激
的
で
、
様
々
な
出
来
事
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
入
社
後
は
ラ
ジ
オ
営

業
、
そ
の
後
は
報
道
に
異
動
し
て
ソ
ウ
ル

特
派
員
を
含
め
15
年
ほ
ど
記
者
活
動
を

し
ま
し
た
。「
水
滸
伝
」
の
番
組
化
が
実

現
し
た
の
は
東
京
支
社
の
ラ
ジ

オ
部
長
時
代
。
番
組
制
作

で
は
ス
ポ
ン
サ
ー
探

し
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
奇
遇
に
も

九
州
出
身
の
製
薬
会
社
社
長
と
「
水
滸

伝
」
の
話
題
で
意
気
投
合
し
、
企
画
が

一
気
に
進
み
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
３

月
20
日
、
ラ
ジ
オ
収
録
初
日
の
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
感
動
し
て
鳥

肌
が
立
ち
ま
し
た
。
余
震
が
続
く
東
日

本
大
震
災
直
後
の
収
録
で
し
た
か
ら
。

　
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
意
識
す
る
の
は
、

耳
馴
染
み
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

難
し
い
言
葉
は
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
言
葉
に
置
き
換
え
ま
す
。
番
組
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
タ
イ
ト
ル
は
「
朽

ち
ざ
る
誉
」
で
す
。「
俺
が
タ
イ
ト
ル

を
つ
け
る
」
と
言
っ
て
、
札
幌
農
学
校

校
歌
の
一
節
か
ら
つ
け
ま
し
た
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
楽
曲
な
ん
で
す
よ
。「
水
滸
伝
」

に
心
惹
か
れ
た
の
も
”男
の
生
き
様
“

へ
の
憧
れ
や
、
応
援
団
へ
の
思
い
が
重

な
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

応
援
団
へ
の
憧
れ
か
ら
情
熱
へ
。

―
北
大
愛
を
感
じ
ま
す
ね
。
そ
れ
で
は
、

大
学
生
活
は
応
援
団
一
色
で
す
か
？

　
応
援
団
に
は
最
初
か
ら
何
か
感
じ
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
体
育
館
前
で
練

習
し
て
い
る
の
を
見
て
、
引
き
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
「
入
れ
て
も
ら
え
ま
す
か
」

と
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
共
同
生

活
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
朝
か
ら
晩

ま
で
応
援
団
漬
け
で
す
︵
笑
︶。
応
援

団
で
は
部
活
動
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
、

校
歌
や
寮
歌
を
指
導
す
る
な
ど
、
い
ろ

ん
な
学
生
と
交
流
を
持
と
う
と

多
く
の
ク
ラ
ス
に
顔
を
出
し

て
い
ま
し
た
。
楽
し
い
学
生

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
応

援
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

応
援
団
の
根
本
で
す
。

応
援
団
の
活
動
に
は
恥

ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
誇
り
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
函
館
に
移
行
し
て
か
ら

は
、
ス
ケ
ー
ト
部
に
も
所
属
し

た
ん
で
す
よ
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
初
心

者
な
の
に
人
数
が
少
な
い
の
で
試
合
に

出
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
試
合
中

に
大
怪
我
を
し
て
。
大
学
５
年
目
の

１
月
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
松
葉
杖
姿

で
卒
業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
、
練
習
船
で
の
実
習
は
思
い
出
深
い

で
す
ね
。「
北
星
丸
」
で
の
１
ヵ
月
航

海
で
し
た
が
、
こ
れ
は
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
漁
業
実
習
中
に
エ
ビ
が
捕
れ
た
ら

ポ
ケ
ッ
ト
に
隠
し
て
お
き
、
食
堂
に
行
っ

て
殻
を
剥
き
な
が
ら
食
べ
て
お
酒
を
飲

ん
で
。
１
艘
の
船
の
中
で
集
団
生
活
を

送
り
ま
す
の
で
連
帯
感
は
強
ま
り
ま
す

し
、
人
間
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

―
最
後
に
、
お
仕
事
で
の
目
標
や
本
学
へ

の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
希
望
や
志
な
ど
、
人
が
生
き
て
い
く

う
え
で
熱
い
思
い
を
持
て
る
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
る
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私

自
身
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
卒
業

し
て
か
ら
も
誇
り
を
持
て
る
大
学
で
あ

り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

北方謙三さんと石橋凌さん、野
球日本代表 侍ジャパン監督の
小久保裕紀さんを迎えて、札幌
でトークライブ（2014年９月20
日 STVホール）を行った時の様
子。「ラジオ番組化にあたって
北方さんからは『本は手にとっ
てくれた人のもの、好きにやって
いい』と激励されました」

▲表紙の文字が色褪せた卒業論文「ニジマスの遊
泳速度に関する基礎的研究」。魚の瞬発的な突進
速度を解明できればノーベル賞をもらえるかもしれ
ないぞと指導教授から言われ、実験に取り組んだ。

▲

ぼろ羽織姿で歩く学生時代の石橋さん。第76代
応援団員。「ぼろ羽織は先輩から代々受け継がれ
てきたもの。溶けてなくなってしまうので、洗濯はし
ません。後輩に譲る前には、背中の裏地に自分の名
前を記すのが伝統となっています」

石橋さんの卒業記念の旗。
「応援団の旗は、応援団を全うしないと
もらえないんです」
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北大の拠点から、サブサハラ・アフリカにおける
  日本留学の窓口として。

１.	 ブッシュの中のキリン。どこにいるかわかりますか。

２.	 キリンは保護色のため、近づかないとわかりません。

３.	 チャーチロード交差点の夕方の風景。
	 交通整理をする警察官の姿も。

４.	 ショッピングモール「レヴィ・ジャンクション」。
	 平日でもお客さんが大勢来ます。

12

4 3

5

ル サカオフィスは、地球上最

後の成長センターであるサ

ブサハラ・アフリカ※に位置するザン

ビア共和国にあります。天然資源や

ビジネスシーズを求めて世界の注目

が集まるアフリカですが、人々の生

活の改善や開発に伴う環境問題な

ど、取り組まなければならない課題

は山積しています。

　北海道大学とザンビア大学との

交流は1980年代に遡ります。本学

獣医学部がJICA国際協力事業団

「ザンビア大学獣医学部技術協力

計画」の主体となって当地の獣医学

教育の始動に貢献したことから始ま

り、その後30年以上にわたり発展し

てきました。このような協力関係を

礎に、ルサカオフィスはザンビア大学内

に設置されました。この間、日本人

が教えた学生が教員になり、その

教員に教えられた学生がさらに教員

になっており、教育は新しい世代へ

引き継 がれています。そして、今

でも北大に特別な思いを持ってくれ

ている彼らと新しい時代を築いて

いきたいと考えています。

　本学は、日本政府の「留学生30万

人計画」施策のひとつである文部科

学省「留学コーディネーター配置事

業」を受託し、ルサカオフィスには

新たに日本留学コーディネーター

２名（准教授１名、講師１名）と専

門職員１名を配置しました。それに

伴ってルサカオフィスでは、サブサ

ハラ・アフリカにおける日本留学の

“情報センター”としての活動も開始

しています。多くのアフリカの学生

は、日本は先進的なテクノロジーを

持つ夢の国、しかし遠くて行くこと

のできない国と考えています。ルサ

カオフィスは彼らが北大をはじめ

とする日本の他大学に容易にアク

セスできるようにサポートし、優れ

た学生を日本に受け入れる活動を

展開していきます。

　ザンビア大学には2007年、人獣

共通感染症リサーチセンターの研

究拠点が設置され、北大の研究者

がアフリカを舞台に感染症の研究

を推 進しています。このように 、

現 在、サブサハラ・アフリカでは

衛生工学や感染症対策の分野を中

心に、北大の研究者が人々の生活を

改善するために活躍しています。

　南半球のルサカでは、寒い乾季

から暑い乾季に季節が変わりまし

た。みなさんには “Zambia , the 

real Africa”といわれる大自然を肌

で感じ、温かいアフリカの人々との

交流を通して、将 来のアフリカの

さらなる発展と日本との関係につ

いて考える機会をお持ちいただけ

ればと思います。

　ぜひルサカにお越しください。

※アフリカのサハラ砂漠以南の地域

ザンビア／ルサカオフィス特任准教授

山口 敬治
Keiji Yamaguchi

北海道大学獣医学部卒業。国内外で獣医師として
従事し、ザンビア大学獣医学部でも教鞭を執って
いました。現在は日本留学コーディネーターとして
業務にあたっています。
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1876-1907
「学士」称号授与

 1.	 植物学腊葉室で研究する宮部金吾教授（1905年頃 大学文書館蔵）

 2.	 「学士」称号授与を定めた規則（1876年 大学文書館蔵）

 3.	 第１回卒業式式次第（1880年 大学文書館蔵）

 4.	 第１期生 伊藤一隆の学士号授与証（1880年 総長室蔵）

 5.	 佐藤昌介校長ほか日本人教授陣と第12期生（1894年 植物園蔵）

 6.	 最後の外国人教師 A.A.ブリガム（1893年 大学文書館蔵）

 7.	 農学科カリキュラム（1891年 大学文書館蔵）

 8.	 植物学講義を記録した第14期生 平塚直治の受講ノート
			                 （1893年 西信子氏・西安信氏寄贈）

 9.	 外国人教師が講義を担当する時間割（1880年 大学文書館蔵）

10.	 畜産学実習室で勉強する第23期生（1906年 川嶋昭二氏寄贈）

1 8 7 6 - 1 9 0 7

Hokkaido University

H I S T O R Y

1876年	８月 - 札幌農学校開校

	 ９月 - 「札幌農学校規則」に「大学及
		  第ノ免状」授与を規定

1880年	６月 - 第１回卒業式挙行、第１期生
		  13名に「農学士」を授与

1886年	12月 - 札幌農学校官制で卒業証書の
		  授与のみとなる

1889年	10月 - 卒業者への「学士」称号授与
		  が認められる

1893年	11月 - 最後の外国人教師ブリガムが
		  離任

1894年	４月 - 佐藤昌介が校長に就任

1895年	４月 - 北海道庁所管から、文部省直
		  轄学校となる

1903年	３月 - 「専門学校令」に基づく専門
		  学校となる

1907年	９月 - 東北帝国大学農科大学に改編

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

年
二
月
に
東
京
開
成
学
校
︵
後
の
東
京
大
学

法
・
理
・
文
学
部
︶
は
規
則
中
で
卒
業
者
に
「
其

学
力
ニ
応
シ
相
当
ノ
学
位
称
号
ヲ
載
ス
ル
印
票

ヲ
与
フ
」
と
、“diplom

a”

︵
デ
ィ
プ
ロ
マ
＝

学
位
記
︶
を
与
え
る
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
七
六
年
七
月
に
司
法
省
法
学
校
︵
東
京
大

学
法
学
部
の
前
身
︶
が
卒
業
生
な
ど
二
五
名
に

「
法
律
学
士
」
を
授
与
し
た
の
が
「
学
士
」
称

号
授
与
の
最
初
で
あ
り
、
一
八
八
〇
年
に
は
東

京
大
学
が
第
一
回
卒
業
式
を
実
施
し
て
卒
業
生

に
「
法
学
士
」、「
医
学
士
」
を
授
与
し
て
い
る
。

概
ね
、「
学
士
」
称
号
授
与
に
関
し
て
は
、
東

京
大
学
の
前
身
校
が
札
幌
農
学
校
に
先
ん
じ
て

い
る
。

　
一
方
、
札
幌
農
学
校
以
外
で
「
学
士
」
称

号
授
与
を
行
な
っ
た
学
校
は
、
後
に
東
京
大
学

︵
一
八
八
六
年
に
帝
国
大
学
と
改
称
︶
へ
と
統

合
さ
れ
て
い
く
。
従
っ
て
、
京
都
帝
国
大
学
が

開
学
す
る
一
八
九
七
年
ま
で
は
、「
学
士
」
称

号
を
授
与
し
た
の
は
、
東
京
大
学
と
札
幌
農
学

校
の
み
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
札
幌
農
学

校
は
東
京
大
学
と
共
に
、「
学
士
」
称
号
授
与

に
値
す
る
専
門
的
な
学
術
を
教
授
し
得
た
最
初

期
の
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
は
言

え
そ
う
で
あ
る
。

札
幌
農
学
校
の
学
術
水
準

　
札
幌
農
学
校
の
開
校
時
、
初
代
教
頭
Ｗ
・
Ｓ
・

ク
ラ
ー
ク
の
下
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大

学
を
参
考
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
、
農
学
・

化
学
等
の
専
門
学
科
の
担
当
に
は
外
国
人
教
師

を
充
て
た
。
ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
に
も
た

制
度
で
は
な
く
実
質

　
一
八
九
八
年
に
札
幌
農
学
校
生
が
刊
行
し
た

学
校
案
内
﹃
札
幌
農
学
校
﹄
に
は
、「
官
制
に
於

て
大
学
と
称
し
得
べ
き
も
の
、
東
京
帝
国
大
学
、

京
都
帝
国
大
学
の
二
あ
る
の
み
。
我
札
幌
農
学
校

は
程
度
に
至
て
は
大
学
の
資
格
を
具
備
す
れ
ど

も
、
未
だ
他
の
分
科
大
学
あ
ら
ざ
る
の
故
を
以

て
、「
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
チ
ー
」
と
称
す
る
こ
と
を

得
ず
」と
記
し
て
い
る
。
学
術
水
準
に
お
い
て「
大

学
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、札
幌
農
学
校
関
係

者
共
通
の
矜
持
で
あ
っ
た
。
制
度
上
、
札
幌
農
学

校
が
「
大
学
」
と
な
る
の
は
、
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
へ
と
改
編
す
る
一
九
〇
七
年
で
あ
る
。

　
制
度
上
「
大
学
」
で
な
か
っ
た
と
い
う
外
的

環
境
の
中
、
札
幌
農
学
校
が
学
術
水
準
と
い
う

実
質
に
お
い
て
三
〇
年
間
に
わ
た
り
「
大
学
」

で
あ
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
。
札
幌
農
学
校
の

「
学
士
」
称
号
授
与
の
意
味
は
、
最
初
の
大
学
と

言
え
る
か
と
い
っ
た
議
論
に
で
は
な
く
、
こ
の

点
に
あ
る
と
言
え
る
。

北
海
道
大
学
は

最
初
の
近
代
的
な
大
学
？

　「
北
海
道
大
学
は
日
本
で
最
初
の
近
代
的
な

大
学
で
あ
る
」
と
説
明
が
な
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
北
海
道
大
学
で
は
前
身
校
の
札
幌
農

学
校
が
開
校
し
た
一
八
七
六
年
を
創
基
と
位

置
付
け
て
お
り
、
法
・
理
・
文
・
医
学
部
か

ら
な
る
東
京
大
学
が
開
学
し
た
一
八
七
七
年

よ
り
も
一
年
早
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
札

幌
農
学
校
が
日
本
で
最
初
に
卒
業
者
へ
の
「
学

士
」
称
号
授
与
を
定
め
た
と
の
見
解
を
そ
の

根
拠
に
す
る
場
合
も
あ
る
。
西
洋
で
は
、
専
門

的
な
学
術
を
修
め
た
こ
と
を
証
し
す
る
称
号

“B
achelor”

︵
学
士
︶
を
授
与
す
る
こ
と
が
、

近
代
的
な
大
学
に
不
可
欠
な
要
件
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

　
札
幌
農
学
校
は
開
校
直
後
の
一
八
七
六
年

九
月
に
、「
生
徒
修
業
ノ
期
ヲ
四
年
ト
シ
満
期

成
業
ノ
生
徒
ハ
大
学
及
第
ノ
免
状
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
」
と
定
め
た
。
札
幌
農
学
校
四
年
間
の

修
業
期
間
を
終
え
る
と
「
大
学
及
第
ノ
免
状
」

︵
英
語
表
記
で
は“B

achelor of Science”

︶

を
授
け
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
八
八
〇
年
に
第
一
回
卒
業
式
を
開
催
し
、
第

一
期
生
一
三
名
に
「
農
学
士
」
を
授
与
し
た
。

「
学
士
」
称
号
授
与

　
し
か
し
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

北
海
道
大
学
を
最
初
の
「
大
学
」
と
位
置
付
け

る
の
は
少
々
難
し
い
。
例
え
ば
、
札
幌
農
学
校

開
校
に
先
立
つ
こ
と
一
年
以
上
前
の
一
八
七
五

ら
し
た
学
術
水
準
は
、
開
拓
長
官
の
黒
田
清
隆

や
校
長
で
あ
る
調
所
広
丈
ら
が
想
定
し
て
い
た

以
上
に
高
か
っ
た
。
外
国
人
教
師
に
よ
っ
て
高

度
な
専
門
学
科
を
教
授
す
る
体
制
は
、
第
一
期

卒
業
生
で
あ
っ
た
佐
藤
昌
介
が
校
長
に
就
任
す

る
ま
で
続
い
た
。
佐
藤
は
、
宮
部
金
吾
︵
植
物

学
︶・
新
渡
戸
稲
造
︵
農
業
経
済
学
︶・
南
鷹
次

郎
︵
農
学
︶
と
い
っ
た
第
二
期
卒
業
生
を
教
授

陣
の
中
心
に
据
え
、
札
幌
農
学
校
の
学
術
水
準

を
堅
持
し
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
札
幌
農
学
校
は
官
制
上
、
一
時
、「
学

士
」
称
号
授
与
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
と

き
は
中
央
政
府
に
働
き
掛
け
、例
外
と
し
て
「
学

士
」
称
号
授
与
の
継
続
の
承
認
を
得
た
。
し
か

し
、
一
八
九
五
年
に
札
幌
農
学
校
が
北
海
道
庁

か
ら
文
部
省
の
管
轄
に
移
る
と
、
法
令
上
で
は

「
大
学
」
で
は
な
く
、「
技
芸
学
校
」、「
実
業
学

校
」、「
専
門
学
校
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
た
。「
学

士
」
称
号
授
与
に
値
す
る
学
術
水
準
を
認
め
ら

れ
な
が
ら
、「
大
学
」
を
名
乗
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

「我札幌農学校は程度に至ては大学の     資格を具備すれども、
　　　　　　       未だ他の分科大学     あらざるの故を以て、「ユニヴァーシチー」と称することを得ず」
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北
海
道
最
初
の
畜
産
経
営
の
実
践

農
場
と
し
て
1
8
7
6
年
（
明
治
９
年
）

に
開
設
さ
れ
た
札
幌
農
学
校
第
２
農

場
。
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
構
想
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
北
海
道
畜
産
発
祥
の
象
徴

で
あ
り
、
洋
式
農
業
技
術
普
及
の
原
点

で
す
。

　

敷
地
内
の
建
造
物
９
棟
の
う
ち
内
部

公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
模
範
家
畜
房

（
モ
デ
ル
バ
ー
ン
）、
穀
物
庫
（
コ
ー
ン

バ
ー
ン
）、牧
牛
舎
（
牝
牛
舎
）
の
３
棟
。

　

特
に
、
模
範
家
畜
房
と
穀
物
庫
は

バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
構
造
を
取
り
入

れ
た
日
本
最
古
の
洋
風
農
業
建
築
で

あ
り
、
現
存
す
る
明
治
初
期
の
大
型

木
造
建
築
物
と
し
て
も
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　
ま
た
、1
8
7
6
年
の
農
場
発
足
時

に
開
拓
使
か
ら
農
地
・
家
畜
と
と
も
に

移
管
さ
れ
た
農
機
具
類
が
数
多
く
収
蔵

さ
れ
て
お
り
、
模
範
家
畜
房
２
階
に

は
北
海
道
開
拓
の
父
と
も
い
わ
れ
る

H
．ケ
プ
ロ
ン
の
指
導
で
1
8
7
2
年

か
ら
73
年
に
か
け
て
輸
入
さ
れ
た
、
わ

が
国
最
古
の
洋
式
農
具
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

牧
牛
舎
の
裏
手
に
は
緑
飼
貯
蔵
室
と

称
す
る
札
幌
軟
石
を
使
用
し
た
サ
イ
ロ

が
建
ち
、
木
造
建
築
と
は
ま
た
違
っ
た

景
色
が
広
が
り
ま
す
。

　

春
に
は
ユ
リ
科
の
キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ

が
一
面
に
咲
き
誇
り
、
色
鮮
や
か
な

黄
色
い
花
と
歴
史
的
建
造
物
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
必
見
で
す
。

重
要
文
化
財
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

トピックス
動 き 続 け る 北 大 の 最 新 情 報
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重
要
文
化
財
で
あ
る
札
幌
農
学
校
第
2
農
場
、植
物
園
の

耐
震
改
修
工
事
が
終
了
し
、一
般
公
開
を
再
開
し
ま
し
た
。

開
拓
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！　

札
幌
農
学
校
第
２
農
場
。

公開期間・時間
4月29日～11月3日　10:00～16:00
（敷地内の見学は8:30から17:00まで）
休館日 毎月第4月曜日

北13条門正門

N

　

植
物
園
の
歴
史
は
、
北
海
道
大
学

の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
の
初

代
教
頭
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
、

1
8
7
7
年
（
明
治
10
年
）、
植
物
学

の
教
育
に
は
植
物
園
が
必
要
で
あ
る

と
開
拓
使
に
進
言
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。

　

13
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な

園
内
に
は
、「
バ
ラ
園
」
や
「
ラ
イ

ラ
ッ
ク
並
木
」
な
ど
が
点
在
し
、
約

4
0
0
0
種
類
の
植
物
が
育
成
さ
れ
、

教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
現
役
の

施
設
と
し
て
は
日
本
で

最
古
の
博
物
館
が
あ
り
、
そ
の
周
囲

に
は
重
要
文
化
財
群
が
立
ち
並
び
、

洋
風
の
レ
ト
ロ
な
建
造
物
を
見
学
で
き

ま
す
。
博
物
館
で
は
明
治
中
期
に
絶
滅

し
た
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
や
南
極
観
測
で

活
躍
し
た
樺
太
犬
タ
ロ
の
剥
製
が
展

示
さ
れ
、
正
面
玄
関
を
入
る
と
迫
力

あ
る
ヒ
グ
マ
の
剥
製
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　

真
っ
白
な
壁
と
赤
い
屋
根
が
印
象

的
な
宮
部
金
吾
記
念
館
に
は
、
札
幌

農
学
校
２
期
生
で
あ
り
、
初
代
園
長

で
あ
る
宮
部
博
士
の
遺
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
正
面
左
手
に

は
札
幌
最
古
の
ラ
イ
ラ
ッ

ク
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

札
幌
で
”リ
ラ
冷
え
“と

い
わ
れ
る
５
月
下
旬
か
ら

６
月
に
か
け
て
、紫
色
の
可
憐

な
姿
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
小
学
校
の
遠
足
以
来
、両
親
を
連
れ

て
久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
」「
仲
間
で

春
と
秋
の
年
２
回
来
て
い
ま
す
が
、

素
敵
な
場
所
で
癒
や
さ
れ
ま
す
」
と
い

う
来
園
者
の
声
か
ら
も
、
地
域
に
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る

植
物
園
。

　

札
幌
市
民
の
憩
い
の
場
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
札
幌
市
街
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
別
世
界
を
体
感

で
き
ま
す
。

札
幌
市
の
中
心
部
に
あ
る

「
緑
の
オ
ア
シ
ス
」　
植
物
園
。

夏期開園時間／庭園・温室・博物館施設
4月29日～9月30日　9:00～16:30
10月 1日～11月 3日　9:00～16:00
夏期休園日 月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）

冬期開園時間／温室
11月4日～4月28日　月-金曜 10:00～15:30、土曜 10:00～12:30
冬期休園日 日曜・祝日・年末年始

※入園は、開園時間の30分前まで。

新渡戸カレッジ 10月学内合宿を実施
　10月17日（土）・18 日（日）、「北海道大学新渡戸カレッジ」
10月学内合宿を行いました。
　新渡戸カレッジとは、1学年あたり2,500人の中から選抜され
た200名の学生が学ぶ、グローバルリーダー育成のための特別
教育プログラムです（詳細はP18）。
　開校３年目にあたる今回の合宿は、現代社会の課題を考えな
がら創造的思考を醸成することを狙いとし、外国人留学生を交
えたワールドカフェ、ディベート、1期生に対する進路支援セミ
ナー、各界で活躍する同窓生であるフェローとのグループ・ミー

ティングなど、新しい企画が目白押しでした。
　合宿には12学部に所属するカレッジ生約200名、外国人留
学生約20名、そして24名のフェローが参加。カレッジ生にとっ
ては、多様な意見や考え方に
触れる機会となり、「人生経験
豊富なフェローの方 と々交流で
き、本当にためになりました」
という声が聞かれるなど、充実
した２日間となりました。

キャンパス内で開拓時代の
風景を思い描く。

左右対称の形状をした牧牛舎。

札幌キャンパス

博物館
　　　開拓使の象徴である
      五稜星の形を随所で
        見ることができる。

バラ園の秋咲きクロッカス

多くの剥製や鳥類標本を展示。
館内のガラスケースも重要文化財に
指定されている。

宮部金吾記念館

学生企画「新渡戸カレッジの理想像とは」

緑
・
赤
・
黄
と
、
色
づ
き
始
め

た
植
物
園
。
園
内
に
は
、
明
治

中
期
以
来
ほ
と
ん
ど
手
が
加
え

ら
れ
て
い
な
い
自
然
林
や
竪
穴

住
居
跡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

模範家畜房の壁面中央に
木彫りの牛を発見！
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凜
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
10
月

25
日︵
日
︶、北
13
条
通
り
の
イ
チ
ョ
ウ

並
木
が
一
般
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

未
明
に
は
初
雪
が
観
測
さ
れ
小
雪
が

舞
う
な
か
、3
2
0
0
人
も
の
方
々
が

訪
れ
、
黄
金
色
に
光
り
輝
く
ト
ン
ネ

ル
の
下
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら

楽
し
み
ま
し
た
。

　
昨
年
の
本
誌
で
紹
介
し
た
余
市
果

樹
園
で
は
、
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
も
全
体
的
に
豊
作
で
、
リ
ン

ゴ
、
ナ
シ
、
ス
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
と
、
い

ず
れ
も
糖
度
の
高
い
美
味
し
い
果
実

が
実
っ
た
と
の
こ
と
。
11
月
第
１
週

目
に
は
最
晩
生
の
リ
ン
ゴ
「
ふ
じ
」
の

収
穫
を
行
い
、
今
年
の
収
穫
は
終
了
。

翌
週
か
ら
は
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
た

ブ
ド
ウ
の
剪
定
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
畑
の
冬
支
度
。
爽
や
か
な

秋
か
ら
季
節
が
巡
り
ま
す
。

空
高
く
澄
み
渡
る
、
実
り
の
秋
。

撮
影
／
山
本 
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ョ
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並
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